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広陽小学校の取組紹介 

★★★ お話キャラバン ★★★ 

お話キャラバンは朝読書の時間に担任の先生以外の方にクラス

で読み聞かせ等をしてもらう行事です。 

5 月のさわやかタイムに初回を、６月に２回目を実施しまし

た。ただし初回はクラス担任が行い、２回目の６月から担任の先

生以外の先生が行うことになっています。初回も２回目もみんな

よろこんで聞いていました。 

お話キャラバンで読まれた本は毎回図書館前に展示していま

す。展示された本を児童は楽しそうに借りていっていました。 

お話キャラバンは、今年度は１１月と１月にも実施する予定で

す。 

 
★★★ 図書委員会企画 図書館ビンゴ ★★★ 

広陽小学校では図書館にもっと来てもらうようにするために、学期ごとの読書週間で企画を実施していま

す。6 月は読書週間の時期に合わせて、「図書館ビンゴ」を開催しました。「図書館ビンゴ」は９つのマスにあ

るお題をクリアし、縦、横、斜めのどれかの列をそろえてビンゴを完成させるというものです。ここ数年、図

書館イベントはクラス単位で行うものが多かったのですが、今回は個人で行うものにしました。児童１人に１

枚ビンゴ用紙を配ったのですが、児童はビンゴ用紙片手に図書館にやってきて、マスのお題を達成しようと頑

張っていました。 

 
マスのお題は、１・２年用、３・４年用、５・６年用の３種類

で、どれも図書委員が「たくさん本を読んでもらいたいな！」

「図書館のマナーをふり返ってほしい」などいろいろと考え、ま

た学年に応じて達成できるようにそろえたものです。おかげで、

児童は「〇〇ってどこにあるの？」と言いながら、借りる本を探

していました。 

 

 ７日間という短い期間ではありましたが、通常の週と比べると来館者数は 1.2 倍に、貸出冊数も 1.5 倍に

なっていました。図書委員も連日の盛況ぶりに喜んでいました。今後も、図書委員と協力して楽しい図書館

イベントを考えていこうと思います。 

 

お話キャラバンで読まれた本 

読書に親しんでもらう

ための取組です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山市学校図書館支援センター 

 白山市古城町 305 松任図書館内 

 Tel 076(274)6523 
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今回紹介するのは、授業者と学校司書が

それぞれの専門性を発揮し、うまく連携が

とれた授業です。 

６月１６日（火）笠間中学校訪問 

３年社会「現代社会と私たち」で、グローバル化、情報

化、少子高齢化が引き起こす課題とそれに対する対策

を調べ、ポスターにまとめるという活動を行っていた。 

６月９日（火）北星中学校訪問 

１年国語「情報を整理して説明しよう」で、グループごとに担

当の野菜の不思議を調べ、PowerPoint で発表するという

学習を行っていた。 

学校司書は、「野菜」に関する資料の収集・提供はもちろ

ん、「野菜」に対して興味を持たせるためブックトークを行

ったり、情報の探し方や参考文献の記載方法の説明など

も行ったりした。 

課題についての資料を学校司書が収集し、事前に授業者

と学校司書で内容の確認をしたり、効果的にポスターセッ

ションが行えるよう発表の場についても相談したりしながら

進めた。 

職員会議後のミニ研修では、授業者が実践報告を行い、

全職員で実践の共有を行った。 


